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熊本市が発行する「グリーン／ブルーボンド」への投資について  

 

 

 小牧市水道事業は、資産運用を通じた社会貢献と 2015 年に国連が定め

た持続可能な開発目標（ SDGs）達成への取組として、熊本市（以下「同市」

という。）が発行する地方債である第１回熊本市公募公債（ 10 年債）のグ

リーン／ブルーボンドへの投資を実施いたしました。  

 

 グリーン／ブルーボンドは、環境改善効果を有するプロジェクトに加え、

海洋資源・生態系の保全や水資源の保全等に資するプロジェクトの資金調

達を目的として発行される債券です。本債券は、同市が策定したグリーン

／ブルーボンド・フレームワークに基づき発行されるものであり、国際資

本市場協会（ ICMA）が定めるグリーンボンド原則及び国際金融公社（ IFC）

が公表する Blue Finance Guidelines 等への適合について、第三者評価を

取得しています。  

 

 本債券の発行により調達された資金は、地下水保全に寄与する水道施設

及び公共下水道施設の整備、水源涵養林整備などの事業に係る資金に充当

される予定です。これらの取組は、持続可能な水資源の保全や健全な水循

環の形成に貢献するとともに、国連の持続可能な開発目標（ SDGs）の達成

にも資するものであると考えられます。また、同市は熊本地震を経験した

自治体として、防災・減災の視点を取り入れた持続可能なまちづくりにも

取り組んでいます。  

 

 今後も、小牧市水道事業はその公共性・公益性に鑑み、収益性の確保   

のみならず、持続可能な社会の形成に向けた社会的責務を果たしていきた

いと考えております。  


